
第２１回ズーム三水会記録 

 

日時：２０２３年３月１５日（水）１６時～１８時 

発表テーマ：「報徳思想の根源について 哲学的考察」 

発表者：小関栄 

司会：小寺隆三 

参加者１2 名 

小寺隆三 富沢賢治 岡本好廣 石塚秀雄 中村範子 丸山茂樹 小関 栄 野口幹夫 

重原佑治 波治裕美 團野廣一 村澤澄子  

報告内容：添付の資料 「報徳思想の根源について 哲学的考察」に沿って説明された。 

質疑討論：  

岡本好廣さんから下記のコメントメールをいただきました。質疑応答の時間でも同様の発言をいただき

ました。 

 

「小関さん、今回は克明な資料に基づいて素晴らしいお話をお聞かせ頂きました。80 年前

に樺太の小学校の校庭に父兄が募金して建てたという柴を背負い、手に本をもって読んでい

る二宮尊徳の銅像がありました。雨や雪の時には音楽の先生が「先生は濡れて大変ですね。

最初に尊徳先生の唄を歌いましょう。」と云われ、皆で歌いました。「柴刈り縄綯い、草鞋を

作り、親の手助け、手習い読書、貧しい中にもたゆまず学ぶ、手本は二宮金次郎」という歌

で、子どもたちはいつも銅像のそばで歌っていました。私も今でも歌えます。エピローグで

小関さんが報徳の教えはいずれの宗教にも偏らず、属せずに「人道を極めた人間学」である



とお纏めになったのは将にそうであり、それが根源になっていることを再認識しました。有

難うございました。」 

 

皆様から尊徳思想がよく理解できたとの好評が寄せられた。また講師も南米のブエンヴィヴ

ィール思想にも通じるとのコメントがあったが、同様に１８世紀以降の社会主義構想や現代

の社会連帯経済論にも通じるとの意見があった。 

尊徳の論文が漢文で書かれるていることについて、農民にはどのようにしらしめたのかとの

質問に「それは「道歌」で実践的に教えたと説明された。 

 

 

当日の録画は次のユーチューブでご覧いただけます。 

 

https://youtu.be/HChsr_5VUiM 

 

添付資料 「報徳思想の根源について 哲学的考察」 

https://youtu.be/HChsr_5VUiM
https://youtu.be/HChsr_5VUiM
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報
徳
思
想
の
根
源
に
つ
い
て 

哲
学
的
考
察 

 

一
、
プ
ロ
ロ
ー
グ…

…
 

(

一)

二
宮
尊
徳
の
生
い
立
ち
と
人
柄 

二
宮
尊
徳(

金
次
郎)

は
、
封
建
体
制
下
の
幕
末
に
小
田
原
在
の

栢
山(

か
や
ま)

村
の
農
家
に
生
ま
れ
た
が
、
大
水
害
に
遭
遇
と
両
親

の
相
次
ぐ
他
界
な
ど
に
よ
る
逆
境
の
中
で
育
ち
、
他
家
に
奉
公
に

出
る
な
ど
し
て
幾
多
の
困
苦
を
重
ね
て
、
漸
く
十
九
歳
で
生
家
に

戻
っ
て
独
立
し
た
生
粋
の
百
姓
で
あ
っ
た
。 

尊
徳
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
稀
に
み
る
利
発
な
人
で
、
些
細

な
こ
と
も
何
度
と
な
く
熟
慮
を
重
ね
、
何
時
で
も
徹
底
的
に
追
求

す
る
研
究
熱
心
な
人
柄
で
、
日
常
生
活
で
も
常
に
何
故
と
考
え
て
、

「
一
草
を
以
て
万
理
を
究
め
る
」
と
い
う
性
格
だ
っ
た
。 

同
時
に
働
き
な
が
ら
も
儒
学
や
仏
教
に
つ
い
て
も
強
い
関
心

を
持
っ
て
い
て
、
近
隣
の
僧
侶
、
医
師
、
儒
学
者
や
小
田
原
藩
士

を
訪
ね
て
話
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
た
。 

ま
た
、
寺
子
屋
や
勉
強
の
会
に
も
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
種
々

な
書
籍
を
自
ら
選
ん
で
読
書
し
、
多
く
の
知
識
を
摂
取
す
る
と
い

う
稀
な
勤
勉
家
で
も
あ
っ
た
。 

二
十
六
歳
の
時
に
は
、
服
部
十
郎
兵
衛
家(

小
田
原
藩
家
老)

に

奉
公
に
出
た
が
、
次
第
に
同
家
の
家
計
再
建
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
、
労
あ
っ
て
成
功
し
た
の
で
、
小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
公
に

も
注
目
さ
れ
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
後
、
小
田
原
藩
主
の
命
に
よ
り
、
同
藩
の
宇
津
釩
之
助
の

野
州
桜
町(

現
、
栃
木
県
真
岡
市)

領
三
ケ
村(

知
行
四
千
石)

の
復
興

を
命
ぜ
ら
れ
、
一
家(

尊
徳
夫
妻
と
子
供
三
人)

を
あ
げ
て
桜
町
に
転

居
、
そ
の
農
村
復
興
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。(

尊
徳
三
十
六
歳)

 

 

(

二)

、
万
物
の
根
源
に
つ
い
て
、
尊
徳
の
考
察
の
経
緯
、 

 

桜
町
の
復
興
仕
法
は
、
当
初
、
順
調
に
進
ん
だ
も
の
の
、
着
手

六
年
目
に
は
次
第
に
難
渋
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
は
行
き
詰
ま
っ
て

仕
舞
い
、
尊
徳
は
成
田
山
新
勝
寺
に
参
篭
、
断
食
し
て
請
願
修
行

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。(

四
十
三
歳)

 

こ
れ
を
契
機
に
、
尊
徳
は
従
来
の
考
え
方
見
方
が
大
き
く
変
わ

り
、
復
興
非
協
力
者
を
厳
し
く
叱
責
す
る
よ
り
も
高
次
元
の
立
場

か
ら
説
得
に
努
め
、
か
つ
全
体
を
見
る
一
円
観
に
な
っ
て
桜
町
復

興
を
進
め
た
の
で
、
作
業
も
順
調
に
進
み
、
そ
れ
か
ら
後
は
漸
く

当
初
の
計
画
も
一
段
落
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

そ
の
頃
の
尊
徳
は
、
昼
は
引
き
続
き
桜
町
復
興
作
業
や
青
木
村
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の
堤
防
工
事
な
ど
で
働
き
つ
つ
、
夜
は
遅
く
ま
で
机
に
向
か
っ
て
、

こ
の
世
の
哲
理
を
追
及
し
続
け
、
天
地
自
然
や
人
の
道
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
、
本
源
的
な
思
索
を
続
け
て
い
た
。 

そ
の
過
程
は
幾
つ
か
の
円
相
図
に
描
い
て
考
察
し
て
い
る
。 

註
、
円
相
図
と
は
色
々
な
考
え
を
一
つ
の
円
内
に
入
れ
て
考
え
て
み

る
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
禅
の
場
合
に
悟
り
を
啓
く
方
法
と
し

て
、
万
象
を
一
つ
の
円
輪
に
納
め
て
思
考
す
る
方
法
で
、
尊
徳
は

い
つ
の
間
に
か
、
寺
の
僧
侶
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

(

三)

、
著
作
物
か
ら
尊
徳
の
思
考
過
程
を
探
る 

我
々
の
祖
先
は
天
地
の
霊
命
か
ら
誕
生
し
た
と
し
、
自
分
の

先
祖
を
遡
り
、
命
の
あ
る
生
物
が
誕
生
す
る
前
ま
で
遡
り
、
さ

ら
に
、
こ
の
世
の
始
ま
り
ま
で
戻
っ
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
世
の
始
ま
り
は
、
つ
ま
り
、
我
々
の
す
べ
て
の
根
源
は

大
宇
宙
で
あ
り
、
こ
の
存
在
は
一
元
一
円
の
太
極
か
ら
な
っ
て

い
る
。 

そ
の
太
極
は
「
一
元
、
混
沌
の
塊
」
で
あ
り
、
こ
れ

が
天
地
に
分
か
れ
、
開
闢(

か
い
び
ゃ
く)

し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
世
が
始
ま
っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

註
、
こ
の
大
宇
宙
の
開
闢
の
考
え
は
儒
教
思
想
か
ら
出
て
い
る
。 

こ
う
し
て
考
察
し
た
論
考
を
、
尊
徳
は
十
数
編
の
小
冊
子
に
残

し
て
い
る
。 

そ
の
小
冊
子
は
、
直
観
し
た
書
と
し
て
「
天
命
七
元
図
」「
三

世
観
通
悟
道
伝
」
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
根
源
と
し
て
「
空
仁

二
名
論
稿
」
が
あ
り
、
万
物
一
円
の
書
と
し
て
「
一
体
三
行
録
」

「
万
物
一
圓
鏡
草
稿
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

た
も
の
と
し
て
「
大
圓
鏡
」
が
あ
る
。 

開
闢
に
よ
り
天
と
地
が
分
か
れ
て
か
ら
、
や
が
て
地
上
に
は

生
物
が
誕
生
し
た
。
そ
の
生
物
の
生
成
発
展
過
程
と
し
て
「
百

種
輪
廻
鏡
」「
万
物
発
言
集
草
案
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
も
、

そ
の
関
連
書
と
し
て
「
万
物
発
言
集
」
「
悟
道
草
書
帳
」
「
悟
道

理
論
草
案
」
な
ど
と
非
常
に
多
く
の
草
稿
が
あ
る
。 

全
て
は
天
地
が
分
れ
た
開
闢
後
に
、
万
物
が
誕
生
、
生
物

生
成
し
て
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
進
展
を
成
す
と
考
察
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
を
纏
め
る
よ
う
に
し
て
天
保

五
年(

一
八
三
四)

秋
に
は
集
大
成
し
、
「
三
才
報
徳
金
毛
録
」

を
著
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
論
考
か
ら
、
尊
徳
の
哲
学
的
な
深
い

考
察
過
程
を
辿
り
な
が
ら
、
大
地
に
根
差
し
た
独
自
の
報
徳
思

想
の
根
源
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
こ
と
と
し
た
。(

前
掲
の
小
冊

子
の
大
部
分
は
、
二
宮
尊
徳
全
集
三
十
六
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。) 
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二
、
太
極(

宇
宙)

の
開
闢
に
て…

…
 

天
・
地
・
人
の
三
界
が
開
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

一)
、
大
宇
宙
の
太
極
に
つ
い
て 

大
宇
宙
は
果
て
し
な
い
無
極(

限
り
な
い)

の
世
界
、
こ
れ
が 

す
べ
て
の
根
元
。
こ
れ
を
太
極
、
、
と
云
い
、
次
の
よ
う
に
一
つ
の
円

に
描
い
て
太
極
の
図
を
示
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
一
円
一
元
で
、
天
地
未
だ
剖
け
ず(

剖
、
さ
け
る=

分
れ

て
二
つ
に
な
る)

、
陰
陽
分
れ
ず
に
混
沌
状
態
で
あ
る
。 

 

◎
太
極
の
図
と
解 

(

「
三
才
報
徳
金
毛
録
」
よ
り) 

「
万
物
は
化
生
す
る
。
太
極
を
も
っ
て
元
と
す

る
。
伝
え
云
う
天
地
ま
だ
わ
か
れ
ず
、
陰
陽
を

分
か
た
な
い
時
は
、
混
沌
と
し
て
鶏
の
卵
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
元
一
円
の
大
極
で
あ
る
。 

こ
れ
を
そ
う
名
づ
け
た
。 

 

今
そ
の
姿
を
推
し
は
か
る
に
、
空
な
の
で
も
な
く
無
空
な

で
も
な
く
、
有
体
な
の
で
も
な
く
無
体
な
の
で
も
な
く
、
ま

た
、
有
気
な
も
の
で
も
な
く
無
気
な
も
の
で
も
な
い
。
人
力

を
も
っ
て
観
察
の
及
ば
な
い
所
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
元
を
、

名
づ
け
て
太
極
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

(

二)

、
太
極
は
す
べ
て
の
根
元 

不
止
不
転
の
生
命
力
を
持
つ 

こ
の
大
宇
宙
の
太
極
は
「
一
切
の
対
立
を
越
え
て
不
止
不
転

の
運
動
を
し
て
、
限
り
な
く
世
界
を
貫
く
絶
対
的
生
命
力
」
を
持

つ
と
捉
え
て
い
る
。 

万
物
の
根
元
は
、
「
天
地
悉
く
元
を
悟
れ
ば
一
に
帰
す
」
と
、

「
万
物
一
体
の
場
」
は
「
天
」
に
至
っ
て
い
る
と
云
っ
て
い
る
。 

 
 

 

(

三
才
報
徳
金
毛
録
よ
り)

 
 

そ
し
て
「
宇
宙
一
切
の
存
在
を
一
円
相
に
収
め
、
そ
の
第
一

の
事
相
は
時
刻
の
概
念
で
、
日
月
年
歳
、
年
々
に
生
滅
し
て
い

る
。
そ
し
て
第
二
の
事
相
は
空
間
の
概
念
で
、
そ
の
最
も
大
き
な

の
は
天
地
で
あ
る
。 

す
べ
て
は
限
り
な
く
広
大
な
宇
宙
か
ら
出
発
し
て
い
る
」

(

「
大
圓
鏡
」
よ
り)

 

と
云
っ
て
い
る
。 

続
い
て
、
「
こ
の
天
外
に
地
な
く
、
地
外
に
天
な
く
、
こ
れ
を

合
し
て
天
地
は
一
元
に
し
て
一
大
円
の
中
に
あ
り
、
春
秋
寒
暑
朝

夕
古
今
み
な
一
理
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
事
相
は
悉
く
時
間
の
推

移
を
保
つ
。
即
ち
三
世
の
相
、
例
え
ば
今
日
は
昨
日
と
明
日
と
の

相
を
具
す
る
が
如
く
往
来
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
往
来
は
永
遠

に
し
て
進
む
に
非
ず
、
遅
る
る
に
非
ず
、
止
ま
る
こ
と
な
く
転
化
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す
る
こ
と
な
く
、
日
往
き
月
来
た
り
、
月
往
き
日
来
る
不
止
不
転

の
如
き
相
で
あ
り
、
一
刻
生
ず
れ
ば
す
で
に
一
刻
滅
す
、
生
滅
す

れ
ど
増
減
な
し
。
ま
た
常
に
消
滅
す
る
」
と
流
転
の
様
相
を
示
し

て
い
る
。(

二
宮
尊
徳
全
集
第
一

巻
四
十
一
頁
よ
り

)
 

さ
ら
に
「
一
体
三
行
録
」
に
も
、
宇
宙
は
一
元
の
一
体
よ
り
天

地
人
の
三
行
に
発
展
す
る
と
い
う
。 

思
慮
の
及
ぶ
処
に
従
っ
て
一
元
一
体
の
「
太
極
」
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
し
て
、
一
つ
に
は
無
限
の
物
質
を
容
れ
る
空
間
を
捉
え
、
一
つ

に
は
無
限
に
存
在
す
る
時
間
を
想
定
し
た
。
こ
れ
が
天
と
地
に
分

か
れ
て
、
開
闢(

か
い
び
ゃ
く)

し
た
の
で
あ
っ
た
。 

註
一
、
こ
の
考
え
は
儒
教
か
ら
き
て
い
る
。
「
宇
宙
全
体
の
根
元
は
太

極
な
り
無
極
な
り
」
「
た
だ
一
元
よ
り
古
今
な
し
」
「
一
切
の
対
立

を
包
む
万
有
の
根
元
は
一
円
の
空
極
で
あ
り
、
無
極
で
意
識
を
超

え
た
も
の
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
察
聞
の
及
ば
ざ
る
を
無
極
と
云

い
、
一
円
空
で
あ
る
」 

(

周
敦
頤(

し
ゅ
う
と
ん
い)

の
太
極
図
説
よ

り)
 

 
 
 
 
 
 

二
宮
翁
夜
話
に
も
「
太
極
は
思
慮
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
思
慮
の
及
ば

ざ
る
を
無
極
と
云
う
」
「
思
慮
及
ば
ず
と
て
無
と
云
う
べ
か
ら
ず
。

遠
海
波
な
し
遠
山
木
な
し
と
云
え
ど
も
無
き
に
あ
ら
ず
、
我
眼
力

の
及
ば
ざ
る
な
り
」 

(

夜
話
九
十
九
よ
り)

と
解
説
し
て
い
る
。 

註
二
、
大
宇
宙
の
一
切
の
存
在
を
、
時
間
と
空
間
の
四
次
元
で
捉
え
た

発
想
は
、
存
在
を
固
定
的
に
考
え
ず
、
時
間
と
と
も
に
刻
々
変

化
し
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
考
え
だ
。
こ
れ
は
尊
徳
よ
り
数
十
年
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学

者
ア
ン
リ
・
ル
イ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
宇
宙
は
混
沌
と
し
た
波(

ヌ

ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ー
ク)

と
発
表
し
て
い
る
こ
と
と
、
正
に
同
じ
だ
。 

(

三)

、
開
闢

か
い
び
ゃ
く

に
よ
っ
て
天
地
が
分
か
れ
る 

◎
天
地
の
開
闢
の
図 

(

三
才
報
徳
金
毛
録
、
大
円
鏡
よ
り) 

天
地
が
分
か
れ
て
開
闢
、
、
と
な
る
。 

そ
れ
元
一
円
の
体
気
は
分
か
れ

て
陰
陽
と
な
る
。
ま
だ
分
か
れ
な

い
時
に
は
陰
陽
の
往
来
は
な
い
。

往
来
無
い
時
は
身
体
が
な
い
。 

身
体
な
け
れ
ば
心
気
は
な
い
。
往

来
が
分
か
れ
て
身
体
が
あ
る
。 

身
体
あ
れ
ば
心
気
が
あ
る
。
身
体
が
あ
れ
ば
生
死
あ
る
。
一
生

あ
れ
ば
一
死
が
あ
る
。
十
死
が
あ
れ
ば
十
生
が
あ
る
。
天
地
開

闢
し
て
か
ら
不
朽
に
至
る
。
こ
れ
天
理
自
然
で
あ
る
。 

註
、
地
球
の
誕
生
に
つ
い
て
は
宇
宙
の
大
爆
発
（
ビ
ッ
ク
バ
ン
に

陽

陰    

我    

陽 地 

 

天 

陽 

我 
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始
ま
る
こ
と
は
古
く
か
ら
世
界
で
云
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、

日
本
で
こ
の
よ
う
に
開
闢
と
い
う
言
葉
で
考
え
た
の
は
、
尊

徳
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
。 

ま
た
、
前
掲
の
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
ル
イ
・
ベ
ル
グ
ソ

ン
が
、
宇
宙
の
混
沌
と
し
た
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ー
ク
が
、
ビ

ッ
グ
バ
ン
で
エ
ラ
ン
ビ
タ
ー
ル
が
創
造
的
に
進
化
し
「
生
命
」

が
誕
生
し
た
と
、
二
十
世
紀
初
頭
に
発
表
し
た
こ
と
は
一
世

を
風
靡
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

(

四)

、
天
地
分
か
れ
て
か
ら
、
地
に
は
人
間
が
誕
生 

開
闢
に
よ
っ
て
天
界
、
地
界
が
分
か
れ
、
地
界
に
生
物
が
生

ま
れ
、
や
が
て
人
間
が
誕
生
し
て
人
界
と
な
る
。 

〈
一
〉
一
円
混
沌
の
太
極
か
ら
、 

[

天
の
気
一
体
一
行]

の

天
界
が
開
闢
す
る
。 

〈
二
〉
次
に
日
月
出
現
、
天
地
の
気
、
交
流
し
地
界
が
開

け
、
清
濁
、
陰
陽
が
連
動
し
て
諸
々
の
も
の
が
発
生
、

か
つ
、
そ
れ
は
体
と
気
か
ら
成
る
。 

ま
た
、
茲
に
生
死
、
有
無
の
世
界
が
開
い
て
ゆ
く
。 

〈
三
〉
人
間
が
誕
生
し
て
人
界
が
開
く
。
人
間
「
我
」
の
認

識
が
生
じ
、
人
々
の
間
に
「
相
生
じ
、
相
養
い
、
相
救

い 

相
助
け
る
道
」
が
出
来
て
く
る
。 

言
い
換
え
る
と
「
大
自
然
の
令
命
」
に
よ
り
開
闢
、
天

地
が
分
か
れ
て
、
地
界
に
万
物
が
生
じ
、
生
物
が
誕
生

す
る
。
そ
し
て
万
象
変
移
、
輪
廻
転
生
し
て
、
や
が
て

は
人
間
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

(

五)

人
界
の
「
我
」
に
つ
い
て 

人
間
が
誕
生
し
て
、「
我
」
の
意
識
が
で
き
た
。
な
お
、
前
ペ
ー

シ
の
円
相
図
に
は
天
地
の
中
間
線
上
に
「
我
」
と
記
載
し
て
い
る

が
、
尊
徳
は
「
我
が
身
は
天
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
」
と
い
う
考
え

で
あ
る
の
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
天
地
の
間
に
「
我
」

を
置
い
た
意
義
は
、
我
の
主
観
的
な
認
識
と
、
人
間
と
し
て
の
生

き
方
を
客
観
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。 

人
間
は
と
か
く
自
己
の
利
害
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
欲
の
眼
鏡

を
持
っ
て
世
界
を
見
る
こ
と
が
多
い
が
、
我
が
身
の
欲
を
超
越
し

て
、「
我
が
身
は
天
」
に
参
じ
人
倫
的
立
場
で
人
道
を
実
現
す
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
相
即
し
て
気
に
偏
す
る
傾
向
に
あ
る

の
で
「
己
に
克
ち
、
礼
に
復
す
る
」
立
場
か
ら
、
人
間
意
識
を
通

じ
て
人
倫
的
次
元
で
判
断
す
る
「
我
」
に
つ
い
て
、
正
し
く
生
き

る
こ
と
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。(

詳
細
は
改
め
て
後
記
す
る) 
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三
、
天
道
・
地
道
と
人
道
に
つ
い
て 

 

(

一)  
開
闢
で
三
界
が
開
き
、
天
地
人
の
道
が
で
き
る 

最
初
の
こ
ろ
書
か
れ
た
「
空
仁
二
名
論
」
に
よ
れ
ば
、
「
宇
宙

は
一
円
空
な
る
に
よ
り
地
水
火
風
が
自
然
的
に
生
成
、
天
道
と
地

道
が
形
成
さ
れ
た
と
円
相
図
で
考
案
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
「
万
物
発
言
集
」
に
も
「
そ
れ
元
は
一
円

混
沌
也
、
混
沌
清
濁
し
て
天
地
を
生
じ
、
日
月
現
れ
て
昼
夜
を
分

か
つ…

…

天
津
神
の
御
代
」
こ
れ
ぞ
「
天
神
七
代
」
の
世
界
が
出

現
し
た
と
あ
る
。 

こ
う
し
て
開
闢
に
よ
り
天
地
が
別
れ
て
、
こ
こ
に
大
自
然
の

摂
理
の
よ
る
天
道
、
地
道
が
出
来
た
の
で
あ
る
。 

 

あ
る
こ
と
を
あ
る
が
儘
に
即
し
、
こ
れ
が
天
地
の
道
、
自
然
の

道
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
は
、「
物
云
わ
ず
四
時
行
わ
る
も

の
成
る
と
こ
ろ
」
の
天
地
自
然
の
決
ま
り
は
、
あ
る
が
儘
に
見
て
、

尊
徳
は
「
わ
が
教
え
は
書
籍
を
尊
ば
ず
、
故
に
天
地
を
以
て
経
文

と
す
」(

二
宮
翁
夜
話
一
よ
り)

と
い
う
考
え
で
あ
る
。 

音
も
な
く
香
も
な
く
常
に
天
地(

あ
ま
つ
ち)

は 

 
 

書
か
ざ
る
経
を
く
り
返
し
つ
つ 

 

(

二)

天
地
の
恩
徳
に
つ
い
て 

 

開
闢
に
よ
り
天
地
は
限
り
な
く
万
物
を
誕
生
し
、
月
日
の
昼
夜

を
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
寒
暑
と
代
わ
り
行
き…

…

や
ま
ぬ
。
こ
の
一

円
の
気
こ
そ
、
尊
徳
が
生
涯
を
通
じ
て
、
そ
の
「
徳
」
を
感
得
し

た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
万
物
の
根
源
と
し
て
の
天
地
の
恩
恵
は
必

然
的
に
天
の
徳
、
地
の
徳
に
か
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

「
夫
れ
天
地
は
万
物
の
父
母
、
天
地
な
く
ば
万
物
な
し
。
万
物

は
生
民
の
父
母
、
万
物
無
く
ば
生
民
あ
る
な
し
。
故
に
生
民
は

天
地
の
化
身
な
り
。 

こ
の
故
に
天
地
の
大
恩
を
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
天
地
の
間
に
立

つ
べ
か
ら
ず
、 

天
地
の
運
動
に
順
い
て
天
地
の
化
育
を
助
け
ず
ん
ば
あ
る
べ

か
ら
ず
」(

尊
徳
全
集
第
一
巻
報

徳
訓
五
五
七
頁
よ
り) 

 

(

三)

人
道
の
誕
生 

天
地
が
分
か
れ
万
物
が
で
き
、
間
も
な
く
人
間
が
誕
生
、
生

き
る
た
め
に
田
畑
を
開
き
五
穀
を
と
り
鳥
獣
魚
貝
を
食
し
て
人
間

が
生
育
し
た
。
さ
ら
に
、
人
間
は
智
慧
が
働
き
、
自
然
食
物
以
外

に
も
食
物
を
育
て
文
化
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
「
人
間
は
自
己
の

利
害
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
好
く
徳
の
眼
を
以
て
世
界
を
見
る
。
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欲
望
に
偏
す
る
の
余
り
争
奪
を
事
と
し
て
資
格
せ
ざ
る
は
禽
獣
と

同
じ
で
あ
る
。 

人
間
は
そ
れ
に
相
即
し
て
気
に
偏
す
る
理
を
持
ち
、 

「
人
道
は
私
欲
を
制
す
る
を
道
と
す
る
。
」 

こ
こ
で
人
道
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

大
自
然
か
ら
人
の
道
を
見
出
し
、
そ
れ
を
自
分
自
身
が
自
然
や

人
間
の
真
理
、
本
質
と
納
得
し
て
の
理
念
の
人
道
は
「
こ
れ
を
誠

に
す
る
道
」
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
天
・
地
・
人
一
貫
の
立
場
で
「
誠
の
道
を
誠
に
す

る
の
が
、
人
の
勤
め
」
と
究
極
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

(

四)

、
天
道
と
地
道
と
人
道
の
関
連 

天
道
、
地
道
は
自
然
の
理
で
「
音
も
な
く
香
も
な
く
天
地
の

不
書
の
経
」
を
繰
り
返
す
世
界
、
人
間
の
関
与
し
な
い
天
地
自
然

で
あ
る
。 

人
道
は
人
の
た
め
に
な
る
も
の
を
善
と
し
、
人
の
為
に
な
ら

ぬ
も
の
を
惡
と
す
る
。
天
道
・
地
道
と
人
道
と
は
区
分
す
る
が
、

そ
の
相
互
関
連
性
は
強
く
、
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

そ
の
事
例
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

(

以
下
、
い
ず
れ
も
二
宮
翁
夜
話
よ
り)

 

〇
「
天
道
は
自
然
に
行
わ
る
る
道
な
り
、
人
道
は
人
の
立
つ

る
所
の
道
、
勤
め
て
人
力
を
以
っ
て
保
持
し
自
然
に
流
動

す
る
天
道
の
為
に
押
し
流
さ
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
に
あ
り
」

と
、
天
道
は
自
然
で
休
ま
な
い
が
、
人
道
は
努
め
ざ
れ
ば

廃(

す
た)

る
。 

 〇
「
天
道
は
万
古
変
ぜ
ず
、
人
道
は
一
日
怠
れ
ば
廃
る
、
さ

れ
ば
人
道
は
勤
む
る
を
以
っ
て
尊
し
と
し
、
自
然
に
任
ず

る
を
尊
ば
ず
、
人
道
の
勤
む
べ
き
は
己
に
克
つ
の
教
え
な

り
」
と
、
で
私
欲
を
慎
む
こ
と
を
示
す
。 

 

〇
「
天
道
は
自
然
な
り
、
人
道
は
人
の
道
に
従
う
と
雖
も
又

人
為
な
り 

人
道
を
尽
く
し
て
天
道
に
任
す
べ
し
、
人
為

を
疎
か
に
し
て
天
道
を
恨
む
こ
と
勿
れ
」
と
示
し
、
人
道

を
尽
し
た
後
は
天
道
に
任
せ
よ
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。 
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  四
、
天
道
・
地
道
の
基
本
理
念
は
一
円

い

ち

え

ん

空
く

う 
 

(

一)

、
宇
宙
の
大
自
然
を
支
配
す
る
一
円
空

、
、
、 

開
闢
に
よ
り
天
地
人
の
三
界
が
開
か
れ
た
が
、
こ
の
中
の
天

界
、
地
界
の
大
自
然
を
支
配
す
る
基
準
は
、
そ
こ
に
宿
し
て
い
る

空
風
水
火
地(

土)

の
「
五
行
」
か
ら
始
ま
る
と
、
尊
徳
は
次
の
円

相
図
で
説
明
し
て
い
る
。 

宇
宙
界=

五
行
分
配
図 

(
 

空
仁
二
名
論
稿
及
び
三

才
報
徳
金
毛
録
よ
り

 
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

   

 こ
の
上
図
は
、
五
行
の
う
ち
風
水
火
土
の
四
要
素
の
「
気

味
」
が
「
空
」
と
和
し
て
宿
し
て
流
れ
ず
、
か
つ
全
体
も
「
空
」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
下
図
は
上
の
未
分
離
の
要
素
が
推
転
し
て
空

風
水
火
地
に
、
そ
の
本
質
を
示
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

宇
宙
開
闢
時
の
陰
陽
・
清
濁
に
し
て
も
、
ま
た
、
気、
と
体、
に

し
て
も
、
さ
ら
に
前
図
の
風
火
水
地
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
は
絶

対
的
存
在
と
せ
ず
に
、
そ
れ
ら
の
気
味
と
し
て
「
有
に
あ
ら
ず
無

に
あ
ら
ず
」
「
無
に
あ
ら
ず
有
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
、
大
宇
宙
の

す
べ
て
「
空
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
縁
起
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、

永
遠
不
変
の
固
定
的
実
体
は
な
い
と
い
う
仏
教
の
根
本
思
想
か
ら

取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
空
は
開
闢
前
の
無
極
と
い
う
概
念

を
受
け
継
い
だ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

註
一

、
前
掲
の
図
は
、
儒
教
の
「
易
経
」(

五
経
の
一
つ)

か
ら
「
天

地
万
物
を
生
成
す
る
原
動
力
は
木
火
土
金
水
の
五
行(

元
素)

の
組
成

か
ら
成
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
尊
徳
は
こ
れ
を
参
考
に
、
か

つ
、
佛
教
に
よ
る
地
水
火
風
空
の
「
五
大
」
要
素
を
取
り
入
れ
て
、

前
図
の
通
り
空
と
風
水
火
地(

土)

と
並
行
し
て
描
い
て
い
る
。 

註
二
、
「
空
」
と
云
う
の
は
、
仏
教
の
基
本
的
教
義
で
、
仏
教
思
想
の

核
と
な
っ
て
い
て
、
教
祖
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
あ
る
。 

仏
教
で
は
「
諸
法
皆
空
」
や
「
真
空
妙
有
」
と
云
わ
れ
る
が
、 

我=

人
間
に
実
体
の
な
い
こ
と
を
説
く
「
人
空
」
が
あ
り
、
ま
た
、

空 

 

水空 

火空 

風空 土空 

空 

火  

水 
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法=

宇
宙
万
物
に
実
体
の
な
い
こ
と
を
説
く
「
法
空
」
が
あ
る
。 

こ
の
法
に
お
け
る
万
物
、
、
の、
存
在
、
、
を
「
、
、
空
」
、
、
と、
認
識
、
、
し
た
の
は
、
時
間

的
に
変
化
し
消
滅
し
て
ゆ
く
過
ぎ
ゆ
く
も
の
で
、
無
常
で
あ
る
。
一

方
、
事
物
を
事
物
た
ら
し
め
る
「
か
た
」
は
時
間
を
超
え
て
保
持
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
変
化
と
永
遠
、
消
滅
と
持
続
の
二
面
性
が
あ
り

「
色
即
是
空 
空
即
是
色
」
。
一
切
の
現
象
・
事
物
は
有
と
認
識
さ

れ
る
も
、
そ
の
、
、
本
質
、
、
は、
無、(
、空、)

、で
あ
る

、
、
、
と
云
う
の
で
す
。 

 

(

二)

、
「
一
円
空
」
は
尊
徳
の
究
極
の
思
考 

 

こ
の
万
物
す
べ
て
を
「
一
円
空
」
と
し
た
の
は
、
「
般
若
心

経
」
冒
頭
の
「
照
見
五
蘊
皆
空
」
か
ら
、 

「
空
則
是
一 

一
則
是
空 

色
則
是
一 

一
則
是
色
」 

を
取
入
れ
て
、
空
は
一
、
色
も
ま
た
一
で
あ
る
と
し
た
。 

一
は
一
元
の
大
極
。
即
ち
大
極
の
中
で
は
空
も
色
も
一
。
大
極
の

中
で
は
風
水
火
地
の
気
味
に
つ
い
て
も
色(

形
の
あ
る
も
の)
で
あ

り
、
同
時
に
空(

形
の
な
い
も
の)

で
あ
る
。(

「
一
体
三
行
録
」

よ
り)

、
ま
た
「
一
円
空
を
無
極
。
無
極
の
う
ち
に
気
味
あ
り
、

年
々
和
し
て
た
め
に
流
れ
ず
。
こ
れ
を
空
風
水
火
地
と
云
う
」
と

あ
り
、
「
空
は
無
で
は
な
い
。
そ
の
存
在
が
人
間
意
識
を
超
え
た

も
の
」
で
あ
る
と
尊
徳
は
屡
々
言
っ
て
い
た
。(

尊
徳
全
集
一
巻
に

あ
り)

 こ
う
し
て
、
尊
徳
は
「
万
物
は
「
一
円
空
」
の
中
に
あ
り
、

ま
た
、
す
べ
て
が
「
空
」
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
「
す
べ
て
の
モ
ノ
の
存
在
は
、
原
因
と
、
そ
れ
を
助

け
て
結
果
を
産
む
間
接
の
作
用
、
つ
ま
り
因
と
縁
に
よ
り
乗
じ
た

も
の
」
と
考
え
て
、
す
べ
て
の

、
、
、
、
モ
ノ
、
、
は、
固
有
、
、
の、
実
体
、
、
の
な
い
も
の

、
、
、
、
、

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
円
空
の
理
念
は
尊
徳
哲
学
の
基
本
に

な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

(

三)

、
有
と
無
の
、
存
在
と
認
識 

尊
徳
の
「
農
業
大
道
鏡
」
に
は
次
の
一
節
が
あ
る
。 

「
米
麦
雑
穀
、
山
野
の
百
草
百
種
、
平
円
稜
角(

四
角)

そ
の
形
異

な
り
と
い
え
ど
も
年
々
そ
の
始
め
は
、
根
も
無
く
、
葉
も
無
く
、

ま
た
根
無
き
に
あ
ら
ず
、
葉
無
き
に
あ
ら
ず
、
花
無
き
に
あ
ら

ず
、
粒
々
皆
そ
の
内
に
充
満
し
て
玉
の
ご
と
し
」
と
目
に
は
モ
ノ

が
生
成
、
転
じ
て
見
え
な
い
も
の
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
に

感
動
、
無
か
ら
有
を
認
識
し
た
の
だ
っ
た
。
開
闢
前
の
一
元
の
大

極
を
意
識
し
て
、
「
そ
の
体
を
推
し
は
か
れ
ば
「
空
に
あ
ら
ざ
る

に
あ
ら
ず 
無
空
に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず 

有
体
に
あ
ら
ざ
る
に
あ

ら
ず 

無
体
に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず 

有
気
に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず 
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無
気
に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず 

人
力
を
以
て
観
察
及
ば
ざ
る
な

り
」
と
感
じ
て
い
た
。
こ
れ
が
尊
徳
究
極
の
考
察
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
宇
宙
の
基
本
の
一
円
空
は
、
尊
徳
は
単
に
観
念

的
に
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
現
実
的
に
大
自
然
の
宇
宙
は
生

成
発
展
し
て
い
て
「
一
杯
世
界
の
殖 ふ

え
世
界
」
と
、
根
底
に
は

「
い
の
ち

、
、
、
」
や
「
力、
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。 

 

 
(

四)

、
有
無
の
認
識
は
心
眼
．
．
で 

尊
徳
は
、
モ
ノ
の
形
や
有
無
を
肉
眼
で
見
て
判
断
し
な
い

で
、
無
と
感
じ
て
も
「
目
に
見
て
、
心
に
思
い
、
心
に
思
い
て
、

目
に
見
る
」
と
云
う
心
眼
を
働
か
せ
る
こ
と
で
無
を
掴
む
こ
と
に

努
め
て
い
た
。
天
保
四
年
二
月
七
日
の
日
記
に
も
次
の
記
録
が
あ

る
。 「

そ
れ
た
だ
人
は
有
を
言
い
、
有
を
思
う
。 

非
な
る
か
な
、
今
の
有
の
本
を
知
ら
ず
」 

 
 

 
 

 
 

有
り
と
云
え
ば
有
り
と
や
人
は
思
う
ら
ん 

 
 

 

浜
の
松
風
の
音
ば
か
り
し
て 

同
様
に
、
無
が
有
と
全
然
無
関
係
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に

無
は
無
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
呼
べ
ば
山
彦
の
よ
う
に
有
の

姿
を
現
す
と
云
っ
て
い
る
。 

 

「
そ
れ
た
だ
人
は
無
を
言
い
、
無
を
思
う
。 

非
な
る
か
な
、
今
の
無
の
末
を
知
ら
ず
」 

 
 

無
き
と
云
え
ば
無
き
と
や
人
の
思
う
ら
ん 

呼
べ
ば
こ
た
う
る
山
彦
の
声 

こ
の
よ
う
に
尊
徳
は
、
観
察
や
聞
察
の
及
ば
ぬ
部
分
も
単
に
無
と

判
断
し
な
い
で
、
独
特
の
空
の
世
界
で
悟
り
の
境
地
に
入
っ
て
、

独
特
な
洞
察
力
と
心
眼
で
以
て
、
す
べ
て
を
観
て
い
た
の
で
あ

る
。 

註
一
、
「
心
眼
」
と
は
「
心
の
眼
を
以
て
物
を
よ
く
観
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
単
に
感
覚
的
に
見
る
と
い
う
の
と
は
異
な
り
、

よ
く
考
え
て
真
実
を
観
抜
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
方
も
般

若
心
経
の
観
自
在
菩
薩
の
教
え
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
あ

る
。 

 
 

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
学
で
「
永
遠
の
相
に
於
い
て
も
の
を
見

る
」
の
も
、
こ
こ
で
い
う
心
眼
と
同
じ
で
あ
る
。 

註
二
、
尊
徳
よ
り
約
百
年
も
前
の
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、

「
純
粋
理
性
批
判
」
で
、
宇
宙
の
根
源
や
神
の
存
在
に
つ
い

て
は
人
間
の
理
性
的
な
認
識
で
は
捉
え
難
い
。
理
性
の
限
界

で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
理
性
、
感
性
の
認
識
と
は
異
な



- 11 - 

 

り
、
改
め
て
悟
性
に
よ
る
認
識
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ

る
。 尊

徳
の
悟
性
か
ら
得
ら
れ
た
認
識(

考
察)

も
、
正
に
カ
ン

ト
の
言
う
悟
性
と
同
じ
く
、
直
観
的
な
感
性
に
よ
る
認
識
や

純
粋
理
性
か
ら
の
認
識
と
は
異
な
っ
た
仕
方
の
認
識
で
尊
徳

の
云
う
「
心
眼
で
見
る
と
い
う
悟
性
に
拠
る
認
識
」
で
あ

る
。
こ
の
様
に
科
学
や
理
性
の
及
ぶ
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ

に
は
、
悟
性
に
拠
っ
て
判
断
す
る
と
は
、
実
に
素
晴
ら
し
い

捉
え
方
で
あ
る
。 

 

五
、
人
道
の
基
本
理
念
は
「
一
円

い

ち

え

ん

仁
じ

ん

」 

(

一)

、
人
の
道
を
決
定
づ
け
る
「
仁、
」 

人
道
を
総
括
し
て
支
配
す
る
の
は
、
こ
と
ご
と
く
人
の
心

か
ら
現
れ
る
も
の
で
、
人
を
人
ら
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
あ
る
の
が
「
仁
」
と
云
う
も
の
だ
。 

仁
と
は
、
自
己
本
位
の
欲
望
を
、
礼
に
も
と
づ
い
て
抑
え

る
こ
と
で
あ
り
、
他
に
対
し
て
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
で
あ

っ
て
、
忠(

誠
、
真
心
を
尽
く
す
こ
と)

と
恕 じ

ょ(

情
け
、
思
い
や
り
の

心)

の
両
面
を
持
っ
て
い
て
、
す
べ
て
の
徳
を
総
合
す
る
も

の
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

註
、
「
仁
」
は
孔
子
の
提
唱
す
る
道
徳
観
念
で
、
一
切
の
諸
徳
を

統
べ
る
主
徳
と
し
て
、
儒
教
の
道
徳
思
想
の
中
心
に
置
か

れ
て
い
る
。 

こ
の
仁
と
は
、
一
体
の
心
よ
り
発
す
る
五
倫
五
常
の
人
間

の
行
為
、
仁
義
礼
智
信

、
、
、
、
、
で
あ
り
、
社
会
生
活
上

、
、
、
、
、
の、
根
元
、
、
に
な

る
も
の
で
、
こ
れ
こ
そ
が
正
し
い
人
間
を
形
成
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
人
間
に
生
ず
る
と 

尊
徳
は
次
の
円
相
図
で
説
明
し
て
い
る
。 

 

社
会
界=

五
常
分
配
図 

(

空
仁
二
名
論
稿
よ
り)

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

仁 

 

信 

 

仁智 

 
仁義 

 

智 

禮 

仁 

 
 

義 

義 

信  

仁信 

義 
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人

間

社

会

を
決
定
づ
け
る
人
倫
五
常
は
仁
義
礼
智

信
の
五
つ
の
徳
目
で
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
尊
徳
は
上
の
図
に
示

し
た
よ
う
に
仁
は
高
次
元
で
、
義
礼
智
信
の
す
べ
て
に
掛
か
る
と

し
「
一
円
仁
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

 

註
、
三
才
報
徳
金
毛
録
の
円
相
図(

下
の
図)

は
、
人
倫
の
五
常
を
仏
教
に

お
け
る
五
戒
に
対
比
し
て
い
る
。
こ
れ
は
尊
徳
が
敢
え
て
一
円
空

と
同
じ
よ
う
に
儒
教
と
仏
教
を
比
べ
仁
に
は
不
殺
生
、
義
に
は
不

偸
盗
、
礼
に
は
不
邪
淫
、
智
に
は
不
妄
語
、
真
に
は
不
飲
酒
と
並

べ
て
考
え
て
み
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
尊
徳
は
こ
の
よ
う
に
対

比
し
て
、
人
倫
の
基
本
の
一
円
仁
は
儒
教
も
仏
教
も
同
じ
と
考
え

て
記
載
し
て
い
る
が
、
本
表
で
は
割
愛
し
た
。 

(

二)

、
「
一
円
仁
」
の
考
え
が
生
ま
れ
た
経
緯 

人
間
が
真
の
人
間
で
あ
る
に
は
、
こ
の
仁
義
礼
智
信
の
五
つ
の

徳
を
「
一
元
仁
」
と
し
て
人
間
が
心
得
る
べ
き
最
高
の
道
徳
に
位

置
づ
け
、
こ
の
倫
理
感
覚
の
あ
る
人
が
最
高
の
人
と
考
え
た
の
で

あ
っ
た
。 

人
道
の
最
も
良
い
基
準
が
一
円
仁
に
な
っ
た
過
程
は
、
宇
宙
の

万
物
が
究
極
的
に
一
円
空
の
大
極
に
帰
る
と
の
考
え
か
ら
き
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
、
そ
こ
か
ら
人
間
は
私
欲
を
排
し
た
一
円
仁
の
心
境
を
開
き
、

そ
の
上
で
万
物
の
慈
し
み
を
生
か
す
一
円
仁
の
心
と
し
、
そ
の
心

を
も
っ
て
自
他
と
も
に
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
助
け
合
っ
て
生
き

る
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
円
仁
の
考
え
方
は
、
孔

子
の
教
え
か
ら
生
ま
れ
た
儒
教
の
発
想
で
、
孔
子
は
子
弟
教
育
の

際
の
教
育
目
標
と
し
て
、
仁
義
礼
智
信
の
徳
を
人
道
の
基
本
と
し

て
「
論
語
」
に
示
し
て
い
る
。 

「
仁
」
を
人
間
行
動
の
核
に
置
き
、 

「
義
」
は
人
間
の
行
う
べ
き
筋
道
と
し
て
、 

「
礼
」
は
社
会
の
秩
序
を
保
つ
礼
儀
・
作
法
と
し
て
、 

「
智
」
は
物
事
を
理
解
、
是
非
・
善
悪
の
弁
別
す
る
心
、 

「
信
」
は
言
を
違
え
な
い
こ
と
、
真
の
心
と
し
て
、
人
の
行
う

べ
き
道 

と
説
い
て
い
る
。 

こ
の
一
円
仁
は
儒
教
の
中
心
理
念
で
あ
る
が
、
尊
徳
は
人
間
の

生
き
る
道
と
し
、
天
の
定
め
た
も
の
と
し
て
宇
宙
界
の
一
円
空
と

並
ん
で
基
本
と
し
て
い
た
。 

註
一
、
儒
教
の
基
本
理
念
と
し
て
孟
子
の
人
倫
四
端
説
が
あ
る
。 

仁 

 

仁禮 

信 

 

羞恥の心) 

   義 

 

  智 

( 是 非 の

(恭敬の心) 

    禮 

 

  仁 

(惻隠の心) 
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こ

れ

は

孔

子

の

教

え

を

さ

ら

に 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

纏
め
た
も
の
で
あ
り
、 

「
仁
」
は
人
の
心
な
り
、 

 

「
義
」
は
人
の
道
、 

「
智
」
は
弁
別
の
心
、 

「
禮
」
は
社
会
的
な
あ
り
方
と
説
く
。 

こ
れ
を
上
図
の
よ
う
に
人
間
の
理
性

尊
重
に
目
覚
め
た
理
念 

「
惻
隠
の
心
」 

「
羞
恥
の
心
」 

「
恭
敬
の
心
」 

「
是
非
の
心
」
と
し
た
。 

(

孟
子
告
子
上
扁
よ
り) 

 

 

(

三)

、
一
円
仁
に
よ
っ
て
人、
の、
徳、
が
成
り
立
つ 

 

天
地
の
理
を
究
明
、
天
地
の
恵
み
、
つ
ま
り
、
天
の
徳
、
地
の

徳
を
受
け
て
人
は
生
き
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
自
身
が

人
の
徳
を
示
す
仁
こ
そ
が
、
す
べ
て
の
人
間
の
正
し
い
生
き
方
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

正
し
い
生
き
方
で
「
一
切
を
説
く
徳
の
海
と
化
す
る
円
融
無
碍
の
一

円
行
動
に
よ
っ
て
、
実
に
一
円
仁
の
世
界
が
開
け
る
」(

宮
西
一
積
著
「
二
宮

哲
学
の
研
究
」
よ
り)

 

と

考
え
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
人
道
の
基
準
と
し
て
一
円
仁
を
考
え
た
の
は
、
尊
徳
が

日
常
的
生
活
の
中
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
執
着
を
超
越
し
て
、
心
静
か
に
洞

察
す
る
心
眼
で
見
抜
い
て
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

註
一
、
尊
徳
は
、
天
界
の
宇
宙
は
一
元
空
で
物
の
存
在
を
確
認
す
る
と

同
様
、
人
界
の
社
会
で
は
一
元
仁
の
倫
理
を
基
本
に
置
い
て
い
る

と
「
悟
り
」
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
そ
の
感
動
を
句
に 

 
 
 

し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

一
円
仁 

御
法
正
し
き 

月
夜
か
な 

こ
の
こ
と
は
尊
徳
が
人
生
最
大
の
難
関
に
直
面
し
た
成
田
山

に
参
篭
し
た
翌
年
の
日
記(

天
保
元
年
八
月
十
七
日)

に
記
さ
れ 

 
 

て
い
る
。(

二
宮
尊
徳
全
集
三
十
五
巻
よ
り)

 

 

註
二
、
尊
徳
の
悟
り
は
、
理
性
や
感
性
に
よ
る
直
観
で
は
な
く
、
心
眼

で
の
洞
察
で
、
前
節
で
も
示
し
た
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
悟
性

か
ら
認
識
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  (

四)

、
一
円
仁
は
誠
の
道
、
人
を
誠
に
す
る
道 

 

一
円
仁
の
五
常
の
倫
理
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
誠
の
道
、
「
誠
は
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天
が
定
め
た
天
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
」(

夜

話
一
よ
り)

と
尊
徳
は
云
い
、
「
万
古
不
易
の
道
理
よ
り
、
誠
の
道

に
基
づ
き
、
こ
れ
を
誠
に
す
る
の
勤
め
な
り
」(

同)

と
述
べ
て
い

る
。
し
か
も
、「
書
籍
に
よ
ら
ず
天
地
の
経
文
を
読
み
て
知
る
べ
し
」

と
人
の
真
髄
に
感
じ
、
勤
め
励
め
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

 

こ
の
誠
の
道
は
報
徳
実
践
項
目
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
至

誠
で
、
こ
の
よ
う
に
人
界
を
支
配
す
る
仁
義
礼
智
信
の
一
円
仁
か

ら
出
発
し
て
い
る
。
至
誠
実
行
は
人
と
し
て
の
勤
め
、
人
を
人
た

ら
占
め
る
基
本
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
尊
徳
の
云
う
一
円
仁
は
、
単
に
抽
象
的
に
観
念
的

に
云
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
が
人
間
社
会
の
根
源
と
し
て

示
し
、
日
常
的
に
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

人
間
は
至
誠
と
い
う
理
念
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
「
誠
に
す

る
」
至
誠
の
現
実
的
に
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
意
義
が
あ
る

の
で
あ
る
。 

  六
、 

輪
廻
と
因
果
に
つ
い
て 

 
(

一)

、
生
命
の
輪
廻
に
つ
い
て 

咲
く
花
は
必
ず
散
る
。
散
る
と
は
い
え
、
ま
た
来
る
春
に
は
必

ず
咲
く
。
春
芽
生
え
た
草
は
秋
に
は
必
ず
枯
れ
る
。
枯
れ
る
け
れ

ど
も
春
風
に
逢
え
ば
必
ず
生
え
る
。
万
物
皆
然
り
。
だ
か
ら
無
常

も
無
常
で
は
な
く
、
有
常
も
有
常
で
は
な
い
。
種
と
見
る
間
に
草

と
変
じ
、
草
と
見
る
間
に
花
を
開
き
、
花
と
見
る
間
に
実
と
な
り
、

実
と
な
る
間
に
元
の
種
と
な
る
。
し
て
み
る
と
植
物
は
実
が
本
来

な
の
か
、
草
が
本
来
の
姿
な
の
か
。 

こ
の
こ
と
は
尊
徳
は
若
い
頃
か
ら
植
物
が
種―

草―

花―

実

―

種
と
循
環
を
繰
り
返
え
し
て
生
命
が
限
り
な
く
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。 

草
木
花
実
が
輪
廻
す
る
図(

三
才
報
徳
金
毛
録
よ
り)       

 

 
右

上

の

図
は
草
木
を
一
例
に
、
天
地
に
生
ま
れ
た
生

命
が
ど
の
よ
う
に
生
成
進
化
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
天

天
命
、
つ
ま
り
最
初
に
こ
の
天
地
に
生
ま

れ
た
も
の
が
種
で
あ
る
。 

種
に
随
っ
て
育
っ
た
も
の
が
草
木
、
そ
の

草
木
が
茂
っ
て
木
に
咲
く
も
の
が
花
、
そ
し

て
花
が
咲
き
終
わ
り
、
そ
こ
に
結
ぶ
も
の
を

実
と
名
付
け
る 

 

木草 

 

華 

 

天 

実 

 

生 
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と
は
天
命
に
よ
っ
て
生
じ
た
種
を
云
い
、
そ
の
種
に
は
生
命
の
根

源
を
宿
し
て
、
茎
，
葉
を
生
育
し
、
や
が
て
華(

花)

に
な
り
、
実
に

な
り
種
に
な
っ
て
、
季
節
と
と
も
に
種→

草→

花→

実
と
云
う
輪

廻
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
天
地
に
生
気
が
満
ち
て
ゆ
く

様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
太
陽
の
光
と
熱
を
受
け
四
季
の
変
化

と
乾
湿
の
作
用
を
受
け
て
種
々
の
草
木
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。

種
か
ら
芽
が
、
芽
か
ら
茎
に
、
茎
か
ら
花
に
、
花
か
ら
実
と
云
う

様
に
輪
廻
す
る
。「
天
命
七
元
図
」
、「
百
種
輪
廻
鏡
」
に
も
同
様
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

        

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
単
に
草
木
に
関
わ
ら
ず
に
、
五
穀
、
諸
草
、

諸
木
な
ど
の
百
種
百
草
が
悉
く
あ
る
時
間
を
も
っ
て
不
止
不

転
の
循
環
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
植
物
に

限
ら
ず
、
宇
宙
全
て
事
相
即
ち
、
天
地
、
夏
冬
、
昼
夜
が
時
間

の
推
移
と
と
も
に
輪
廻
し
往
来
変
化
し
て
い
る
実
相
で
あ
る
。

(

「
百
種
輪
廻
鏡
」
よ
り) 

 

註
一
、
輪
廻

り

ん

ね

は
仏
教
用
語
で
、
車
輪
が
回
転
し
て
極
ま
り
な
い
様
に
、

衆
生

し
ゅ
じ
ょ
う(

一
切
の
生
物
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の)

が
、
三
界

さ

ん

か

い

六
道

り

く

ど

う

(

全
生
物
の
活
動
す
る
全
世
界)

に
迷
い
の
生
死
を
重
ね
て
留 と

ど

ま

る
こ
と
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
迷
い
の
世
界
を
生
き
返
り
死
に

代
わ
っ
て
何
度
も
流
転
す
る
こ
と
を
云
う
。
な
お
、
儒
教
で
は

循
環
の
理
と
云
う
。(

夜
話
一
一
三
よ
り) 

註
二
、
尊
徳
は
輪
廻
つ
い
て
の
道
歌
を
数
多
く
詠
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

米
ま
け
ば
米
の
草
生
え
て
米
の
花 

 
 

 
 

 
 

 

咲
き
つ
つ
米
の
み
の
る
世
の
中 

 

去
年
の
実
は
今
年
の
種
と
な
り
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
の
み
の
り
来
る
年
の
種 

   

 (

二)

、
因
果
に
つ
い
て 

一
草
変
化
の
輪
廻 

 
 

(

百
種
輪
廻
鏡
よ
り) 

種
化
し
て
草
と
為
り 

草
化
し
て
花
と
為
る 

花
化
し
て
實
と
な
り 

實
化
し
て
種
と
な
る 

 

種
生
花
實
の
輪
廻 

 
(

天
命
七
元
図
よ
り) 

一
種
開
闢 

年
々
歳
々 

生
花
實
種 

不
止
不
転 
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「
因
果
の
図
」(

大
圓
鏡
よ
り)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

果 
 

 

心 
 

 
因 

 
 

 
 

 

す
べ
て
人
間
の
行
為
は
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
あ
る
。
こ
れ
を

因
果
性
と
云
い
、
個
々
の
心
の
持
ち
よ
う
で
決
ま
る
と
前
図
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。 

「
善
因
は
善
果
を
生
じ
、
悪
因
は
悪
果
を
生
ず
。
原
因
は
必
ず
結

果
を
招
き
、
結
果
は
必
ず
悪
因
に
報
い
、
因
果
の
理
、
さ
ら
に
違

え
る
こ
と
な
し
」
と
、「
結
果
の
顕
れ
ぬ
先
に
原
因
を
善
く
す
べ
し
」
。

(

夜
話
続
三
十
七
よ
り)

さ
ら
に
「
禍
福
・
吉
凶
は
、
方
位
・
日
月
な

ど
に
関
す
る
処
に
あ
ら
ず
因
果
で
あ
る
」
と
徳
行
の
論
理
に
し
て

い
る
。 

す
べ
て
の
行
い
に
よ
る
結
果
は
、
そ
の
原
因
が
あ
る
の
で
、
修

身
、
自
己
維
持
の
論
理
付
け
に
し
て
い
た
。 

 

因
果
応
報
と
云
う
と
、
一
般
的
に
偶
然
的
な
「
運
」
か
、
或
い

は
宿
命
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
尊
徳
は
必
然
的

な
も
の
と
解
し
、
自
ら
の
行
い
を
意
識
的
に
運
を
開
拓
し
て
行
く

べ
き
と
云
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
因
果
応
報
は
尊
徳

の
信
念
で
、
各
地
か
ら
の
復
興
支
援
を
要
請
さ
れ
た
際
も
、
直
ち

に
仕
法
実
践
を
す
る
の
で
は
な
く
、
衰
退
し
た
原
因
を
よ
く
反
省

さ
せ
、
そ
の
原
因
を
先
ず
取
り
除
く
こ
と
を
申
し
渡
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
道
歌
に
も
示
し
て
い
る
。 

田
を
深
く
よ
く
耕
し
て
や
し
な
え
ば 

祈
ら
ず
と
て
も
米
や
み
の
ら
ん 

(

三)

、
輪
廻
と
因
果
の
関
わ
り 

 

百
種
百
草
な
ど
に
限
ら
ず
、
生
命
あ
る
も
の
は
す
べ
て
が
悉
く

不
止
不
転
の
輪
廻
に
よ
っ
て
、
生
命
の
連
続
を
示
し
て
い
る
。
次

の
「
因
果
輪
廻
の
解
」
は
、
そ
の
中
に
種
草
花
実
の
四
世
の
因
果

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

「
因
果
輪
廻
の
解
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
 

 

  

そ
れ
元
は
一
円
一
体
、
一
体
因
果
の
為
に

変
化
す
。
因
果
悟
は
一
体
に
帰
す
。
一
因
果

の
為
に
変
転
す
。
萬
果
悟
は
一
因
に
帰
す
。

一
果
萬
因
の
為
に
変
転
す
。
萬
果
因
悟
は

一
果
に
帰
す
。
こ
れ
天
道
ゆ
え
に
自
然
と

云
う
。 

 
 

 
 

夏
華 

 

種
冬 

 
 

 
実秋 

 

春木 
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「
米
を
蒔
い
て
米
が
実
り
、
麦
を
蒔
い
て
麦
が
実
る
は
眼
前
に

て
年
々
歳
々
違
わ
ず
、
天
理
な
る
が
故
な
り
」(

夜
話
残
編
二
十
九

よ
り)

と
尊
徳
は
納
得
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
切
の
植
物
は
同
一

の
種
に
帰
し
、
時
期
に
よ
り
種→

草→

花→

実
と
変
化
し
、
し
か

も
因
果
性
の
あ
る
「
気
」
で
変
転
し
「
不
止
不
転
の
輪
廻
を
繰
り

返
す
」
と
日
常
の
農
作
業
の
中
で
実
感
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 
 

註
、
す
べ
て
の
物
が
因
果
性
の
「
気
」
を
も
っ
て
輪
廻
し
循
環
す
る

と
洞
察
し
た
の
は
、
当
時
全
世
界
で
も
全
く
な
く
、
メ
ン
デ
ル

の
法
則
の
発
表
前
で
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
尊
徳
は
、
こ
の
輪
廻
の
理
法
を
人
道
の
内
に
持
ち
込
む

時
は
、
行
為
と
心
情
の
因
果
律
に
な
る
と
考
え
、
こ
の
因
果
輪
廻

の
関
係
を
次
の
道
歌
に
示
し
て
い
る
。 

は
る
の
野
に
芽
だ
つ
草
木
を
よ
く
見
れ
ば 

さ
り
ぬ
る
秋
に
実
法
る
種
種
」 

ま
た
、
心
情
の
因
果
輪
廻
に
つ
い
て
は
、
次
の
道
歌
に
示
す
よ

う
に
人
道
を
支
配
す
る
「
仁
」
か
ら
で
あ
る
。 

仁
心
を
発
す
れ
ば
、
仁
友
を
聚(

あ
つ)

め
、 

仁
行
を
尽
く
し
、
仕
事
と
為
る 

つ
ま
り
、
一
心
百
草
と
し
て
、
一
心
の
発
す
る
所
因
を
な
し
て

仁
義
礼
智
か
ら
哀
楽
邪
正
に
至
る
百
種
の
心
相
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
仁
か
ら
出
た
四
世(

発
・
聚
・
盡
・ 

爲
の
こ
と)

の
因
果
で
あ
る
。

(

二
宮
翁
夜
話
二
三
二
よ
り)  

 
 

註
、 

尊
徳
は
、
徳
を
中
心
と
し
た
善
政
を
施
せ
ば
国
に
繁
栄
と
福

祉
を
齎
し
治
世
が
輪
廻
す
る
が
、「
我
」
を
中
心
と
し
た
政
治
は

乱
世
が
輪
廻
す
る
と
説
く
。(

三
才
報
徳
金
毛
録
よ
り)

い
ず
れ

に
し
て
も
、
輪
廻
と

因
果
の
関
係
は
、
行

為
と
心
情
の
両
面

か
ら
極
め
て
密
接

に
係
り
合
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

(

四)

、
生
死
は
天
命
、
世
の
中
は
諸
行
無
常 

万
物
が
不
死
不
転
の
輪
廻
を
繰
り
返
す
と
云
う
の
は
、
仏
教
で

い
え
ば
諸
行
無
常
で
、
無
常
も
無
常
で
な
く
有
常
も
有
常
で
な
い
。

こ
れ
が
人
間
界
で
は
、「
我
」
が
出
て
、
惜
し
い
、
欲
し
い
、
憎
い

な
ど
と
云
う
感
情
が
出
て
き
て
、
こ
れ
が
、
み
ん
な
迷
い
の
原
因

と
な
り
、
ま
た
、
人
を
恨
み
、
人
を
妬
み
、
人
に
憤
り
な
ど
の
種
々

体 

種
に
至
れ
ば
生
育
の
気
を
含
み
、 

  

体
種
に
至
れ
ば
生
育
の
気
を
含
み 

体 

気
に
至
れ
ば
華 は

な

の
咲
く
気
を
含
み 

体 

華
に
至
れ
ば
實み

の

凝
と
ど
こ
お

る
気
を
含
み 

体 

實
に
至
れ
ば
種
の
落
つ
る
気
を
含
む 

 
 

 
 

 
 

(

三
才
報
金
毛
録
よ
り)  
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の
悪
い
結
果
に
結
び
つ
い
て
行
く
。
生
死
の
往
来
は
天
命
で
あ
り
、

そ
の
た
め
我
の
心
情
を
滅
し
て
天
命
に
随
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
見
渡
せ
ば
、
生
死
生
滅
は
な
か
り
け
り 

 
 

 
己
お
の
れ
の
住
処
に
ぞ
あ
る 

ま
た
、
生
き
物
の
生
死
ば
か
り
で
な
く
、
天
地
間
の
万
物
は
経

文
の
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
の
よ
う
に
、
空(

眼
に
見
え

な
い
も
の)

と
云
っ
て

も
何
も
な
い
の
で
は
な
く
、
空
の
中
に
「
気
」
が
あ
り
、
気
が
あ

る
か
ら
、
ま
た
色(

形
、
眼
に
見

え

る

も

の)

に
な
る
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。(

二

宮
翁
夜
話
六
十
六
よ
り) 

 

有
る
無
き
の
世
の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
見
れ
ば 

 
 

 

氷
と
水
の
名
の
み
か
わ
り
て 

註
一
、
「
運
命
」
に
つ
い
て
の
尊
徳
の
考
え
方
に
つ
い
て
、 

「
天
運
循
環
し
て
往
き
て
復
ら
ざ
る
は
な
し
」
で
、
運
命
と
云
う
の
は
、

人
間
の
意
志
に
関
わ
り
な
く
、
天
の
命
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も

の
、
人
間
の
力
を
超
え
た
自
然
の
理
、
所
謂
天
命
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
人
間
を
超
え
る
天
地
自
然
の
理
と
考
え
、
一
般
的
に
廻
り
合

わ
せ
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

   

註
二
、
尊
徳
の
人
生
観
と
死
生
観 

尊
徳
は
、
常
に
「
正
し
く
生
き
る
」
こ
と
を
人
生
最
大
の
目

標
と
し
て
い
た
。
天
禄(

天
の
恵
み)

を
尊
び
、
衣
食
住
を
確

保
、
先
ず
「
生
き
る
」
こ
と
を
前
提
に
、
正
し
く
生
き
る
こ

と
を
常
に
心
掛
け
て
い
た
。
（
尊
徳
翁
夜
話
一
二
九)

そ
し
て
次

の
様
な
人
生
観
を
信
念
と
し
て
持
っ
て
い
た
。 

 
 

天 
 

 
 

 

地 

陽 
 

 
 

 

陰 

 
 

死 
 

 
 

生 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
の
よ
う
に
、
一
円
混
沌
の
宇
宙
が
開
闢
し
て
、
体
と

気
が
生
じ
、
そ
れ
が
作
用
し
て
陰
陽
が
生
ま
れ
、
陰
陽
の

働
き
に
よ
っ
て
天
地
に
万
物
が
生
じ
、
や
が
て
人
間
が
誕

生
し
た
。
こ
う
し
て
身
体
と
心
気(

精
神)

を
以
て
誕
生
し

た
人
間
も
、
や
が
て
は
死
が
あ
る
。
生
あ
る
も
の
は
必
ず

死
が
あ
り
天
空
の
彼
方
に
還
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
そ
れ

は
決
し
て
天
地
の
外
に
飛
び
出
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
な

く
、
生
死
は
こ
の
天
地
一
円
の
中
に
あ
る
。
死
ん
だ
と
思

え
ば
生
ま
れ
、
生
ま
れ
た
と
思
え
ば
死
に
、
一
つ
の
生
が

そ
れ
元
一
円
体
気
で
あ
る
。
体
気
に
分
か
れ
て
陰
陽
と
な
る
。

ま
だ
わ
か
れ
な
い
時
に
は
陰
陽
の
往
来
は
な
い
。
往
来
無
い
時

は
身
体
が
な
い
。
身
体
な
け
れ
ば
心
気
は
な
い
。
往
来
が
わ
か

れ
て
身
体
が
あ
る
。
身
体
あ
れ
ば
心
気
が
あ
る
。
身
体
が
あ
れ

ば
生
死
あ
る
。
一
生
あ
れ
ば
一
死
が
あ
る
。
十
死
が
あ
れ
ば
十

生
が
あ
る
。
天
地
開
闢
し
て
か
ら
不
朽
に
至
る
。
こ
れ
を
天
理

自
然
と
い
う
。 
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あ
れ
ば
一
つ
の
死
が
あ
る
と
云
う
様
に
陰
陽
も
生
死
は

無
限
の
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
れ
は
天
地
自
然
の
理

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
は
「
体
気
、
陰
陽
」
の
往
来

で
生
物
が
生
じ
る
は
因
果
の
結
果
、
繰
り
返
し(

輪
廻)

し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
中
に
心
気
を
宿
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。(

夜
話
一
二
九
よ
り)  

 

「
正
し
く
生
き
る
」
と
は
、
人
の
徳
性
た
る
「
仁
」
を

以
て
、
本
来
備
わ
っ
て
い
る
「
気
」
で
生
き
る
こ
と
で

あ
る
。 

 

そ
の
生
き
る
源
は
「
生
き
る
気
」
で
あ
る
。
そ
の
為
に

は
衣
食
住
を
確
保
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な 

い
。

だ
か
ら
貧
し
い
人
を
救
い
，
困
っ
た
人
を
助
け
、
地
域

を
起
こ
し
、
村
や
家
を
再
興
す
る
の
も
、
す
べ
て
は
衣

食
住
を
確
保
の
為
、
先
ず
、
人
間
の
持
つ
「
気
」
を
漲

ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
尊
徳
の
正
し
く
生
き
る

理
念
で
あ
り
、
自
身
で
も
、
こ
の
正
し
く
生
き
る
「
気
」

を
一
生
涯
に
わ
た
り
最
も
大
事
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
気
」
が
失
せ
て
体
か
ら
離
れ
た
時
は
人
と

し
て
の
寿
命
を
全
う
し
、
死
に
至
っ
た
と
認
識
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
臨
終
の
日
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
た
。 

 
 

 
 

「
鳥
の
正
に
死
な
ん
と
す 

そ
の
言
や
善
し 

慎
め

慎
め
や
、
速
か
ら
こ
と
を
欲
す
る
勿
れ 

速
か
ら
ん

こ
と
を
欲
す
れ
ば
大
事
を
乱
る 

倦
む
こ
と
勿
れ 

終
り 

       七
、 

徳
の
尊
重
と
報
徳
の
実
践 

(

一)

全
て
の
も
の
に
徳
が
あ
る(

万
象
具
徳) 

開
闢
し
て
万
物
が
誕
生
し
て
以
来
、
す
べ
て
に
、
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
優
れ
た
価
値
、
則
ち
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
。 

殊
に
、
人
の
徳
を
相
互
に
認
め
合
う
こ
と
は
社
会
生
活

で
は
絶
対
必
要
な
こ
と
、
こ
こ
で
改
め
て
人
の
徳
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。 
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徳
と
い
う
の
は
人
の
善
の
元
と
な
る
も
の
で
長
所
、
特

性
、
美
点
な
ど
優
れ
た
固
有
の
価
値
を
指
し
、
徳
目
、
徳

育
、
徳
性
、
徳
行
な
ど
と
も
に
人
の
善
さ
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
「
徳
の
高
い
人
」
と
か
「
徳
の
備
わ
っ
た
人
」
と

は
均
整
の
取
れ
た
精
神
の
持
ち
主
で
、
気
品
、
意
志
、
温

情
、
理
性
、
忠
誠
、
勇
気
、
誠
実
、
自
信
、
謙
虚
、
な
ど

に
優
れ
た
人
間
性
を
持
つ
人
を
云
う
。
ま
た
、
「
徳
を
修

め
る
」
と
は
自
ら
身
を
修
め
、
他
を
感
化
す
る
精
神
を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
し
、
「
徳
を
授
か
る
」
は
神
仏
か
ら
加

護
さ
れ
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

註
一
、
徳
と
云
う
文
字
は
語
源
か
ら
し
て
行
人
偏
に
真
っ
直
ぐ

な
心
で
あ
る
。
辞
書
に
よ
れ
ば
「
心
に
得
て
行
い
の
あ
ら

わ
れ
る
と
こ
ろ
、
人
道
を
悟
っ
て
行
為
に
あ
ら
わ
す
こ
と

で
あ
り
、
倫
理
学
上
で
最
も
重
要
な
概
念
」
と
あ
る
。
英

語
で
も

V
ir

tu
e

は
徳
、
美
点
で
あ
り
、
「B

e
s
to

w
 (

与
え

る
、
恵
む)

、P
r
o
fit(

利
益)

の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

註
二
、
徳
は
古
く
か
ら
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
西
洋
で
は
、
ギ
リ

シ
ャ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
、
ま
た
東
洋
で
は
儒
教(

孔
子
・
孟
子)

や
道
教(

老
子
・

荘
子)

、
日
本
で
も
神
道
、
仏
教
の
核
心
で
あ
っ
て
、
こ
の

徳
を
特
に
重
要
視
し
て
い
る
。 

(

二)

、
徳
を
以
て
徳
に
報
い
る(

以
徳
報
徳) 

「
徳
に
報
い
る
に
は
至
誠
と
実
行
で
あ
る
」(

夜
話
一
三

九
よ
り)

で
、
報
徳
実
践
が
人
道
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
間

的
空
間
的
な
隔
た
り
を
越
え
て
、
よ
く
勤
め
、
良
く
徳
を

積
み
、
自
他
相
互
に
悦
べ
る
よ
う
譲
り
合
い
、
天
地
人
三

才
の
徳
に
報
い
る
の
が
徳
に
報
い
る
基
本
で
あ
り
、
生
き

て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
行
為
に
な
っ
て
ゆ
く
。 

尊
徳
は
「
わ
が
教
え
は
徳
を
以
て
徳
に
報
い
る
道
な
り
、

天
地
の
徳
よ
り
、
君
の
徳
、
親
の
徳
、
祖
先
の
徳
、
そ
の

蒙
る
処
の
人
々
皆
広
大
な
り
、
こ
れ
に
報
い
る
に
我
が
徳

行
を
も
っ
て
す
る
。
」(

夜
話
一
二
八
よ
り)

と
、
自
ら
以

徳
報
徳
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
こ
の
徳
の
恩
と
し
て
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
（
下
程
勇
吉
著
「
尊
徳
の
人
間
的
研
究
」
よ
り)

 

○
過
去
、
現
在
、
将
来
の
三
世
を
貫
く
徳
、 

「
勤
・
倹
・
譲
、
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
」 

○
自
他
相
互
一
円
の
両
全
的
な
共
同
性
の
徳
、 

 
「
父
子
、
夫
婦
、
君
臣
、
朋
友
、
長
幼
」 

 
 

 
 

「
貴
賤
、
貧
富
、
士
農
工
商
、
国
郡
、
郷
村
」 



- 21 - 

 

○
時
空
を
超
え
自
他
の
間
を
媒
介
す
る
万
物
の
徳
、 

「
天
地
日
月
星
、
木
火
土
金
水
風
」 

「
田
畑
、
山
林
、
河
海
な
ど
の
自
然
」 

「
衣
食
住
、
金
銀
財
宝
、
米
麦
」
。 

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
天
地
人
の
あ
ら
ゆ
る
徳

の
お
陰
で
生
き
て
い
る
。
お
互
い
同
士
も
そ
れ
ぞ
れ
の
徳

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
報
い
相
互
に
感
謝

の
念
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。 

な
お
、
大
学
」(

四
書
五
経
の
一
つ)

に
は
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
る
。 

「
大
学
の
道
は
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
」
さ
ら
に
、 

 
 

 
 

 

「
大
人
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
人
が
天
か
ら
授
け
ら
れ
生

ま
れ
持
っ
た
輝
か
し
い
徳
を
、
濁
り
を
除
き
去
っ
て
本
来

の
よ
う
に
輝
か
せ
る
こ
と
」(

明
徳)

、 

「
古
く
か
ら
悪
い
状
態
に
泥
ん
で
い
る
民
衆
を
教
え
導

き
、
民
を
新
し
く
す
る
こ
と
に
あ
り(

新
民)

、 

こ
の
二
つ
を
究
極
の
善
に
確
か
止
ま
る
こ
と
に
あ
る
」

(

止
善)  

 
 

 
 

(

矢
羽
野
隆
男
著
「
大
学
・
中
庸
の
解
説)

よ
り) 

(

三)

、
報
徳
の
実
践(

諸
行
動) 

こ
の
徳
を
人
の
道
と
決
定
づ
け
る
の
は
、
次
の
図
の
よ

う
に
円
内
に
徳
＝
仁
を
核
と
し
、
義
礼
智
信(

学)

の
道
を

理
想
と
す
る
人
間
像
で
あ
る
。(

三
才
報
徳
金
毛
録
よ
り) 

       

註
、
こ
の
図
は
「
天
命
治
世
の
輪
廻
の
図
」
の
一
部
で
あ
る
。 

右
の
下
の
添
え
書
き
を
解
説
す
れ
ば
「
人
の
道
は
仁
、

仁
を
行
え
ば
徳
が
開
く
。
道
を
行
う
は
義
、
義
は
礼
の
度

に
よ
っ
て
確
実
と
な
る
。
礼
は
仁
の
実
行
す
る
智
に
よ
っ

て
適
応
す
る
。
こ
の
義
礼
智
を
協
力
す
る
同
志
の
組
織
が

あ
っ
て
社
会
に
信
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
則
ち
、
仁
は

義
礼
智
信
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
、
義
礼
智
信
は
仁
に
よ
っ

て
一
貫
の
信
念
を
得
る
。
」(

「
報
徳
文
献
選
集
」
よ
り) 

こ
の
よ
う
に
し
て
人
間
社
会
に
は
仁
義
礼
智
信
と
云

う
人
の
道
が
出
来
た
の
で
あ
る
。 

徳＝仁 

義
 智

 

学信 

伝
に
曰
く
、
仁
義
礼
智
は

外
か
ら
我
に
溶
け
込
む

も
の
で
は
な
い
。
我
に
も

と
よ
り
こ
れ
を
有
す
る

な
り 
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こ
の
一
円
仁
に
よ
っ
て
、
人
が
人
た
る
特
色
と
し
て
の

徳
を
表
す
行
動
を
考
察
し
、
自
ら
の
身
を
修
め
、
自
己
の

徳
を
十
分
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
他
人
の
徳
を
も
見
出
し

て
、
人
間
社
会
の
た
め
に
役
立
て
万
人
の
幸
福
に
尽
く
す

こ
と
が
人
の
道
で
あ
る
。 

こ
れ
を
現
実
に
当
て
は
め
て
徳
が
発
揮
さ
れ
る
社
会

の
態
様
を
、
次
の
よ
う
に
な
り
、
安
寧
社
会
は
永
続
す
る

と
説
い
て
い
る
。(

前
出
の
「
天
命
治
世
の
輪
廻
の
図
」
よ
り) 

 
 

明
政…

…

政
治
が
明
朗
に
な
る 

 
 

励
民…

…

人
民
は
各
自
の
業
を
励
む 

 
 

開
田…

…

田
畑
は
開
け
産
業
は
興
る 

 
 

恵
民…

…

民
衆
は
恵
ま
れ
る 

 
 

下
治…

…

民
は
争
わ
な
い
か
ら
よ
く
治
ま
る 

 
 

守
法…

…

下
が
治
ま
れ
ば
法
を
犯
さ
な
い 

 
 

省
刑…

…

法
を
守
れ
ば
刑
罰
は
減
少
す
る 

 
 

臣
信…
…

刑
が
省
か
れ
官
吏
は
信
じ
ら
れ
る 

 
 

衆
聚…

…

人
口
増
加
し
衆
民
が
集
ま
る 

 
 

国
寧…

…

国
は
安
寧 

 
 

上
豊…

…

上
は
豊
か
で
子
孫
は
繁
栄
す
る 

以
上
の
よ
う
に
、
徳
の
あ
る
人
が
集
ま
り
、
徳
の
あ
る

政
治
が
行
わ
れ
れ
ば
治
世
は
永
続
し
て
ゆ
く
。 

 
 

註
、 

三
才
報
徳
金
毛
録
に
は
、
こ
れ
に
反
す
る
も
の
と
し
て

「
天
命
乱
世
の
輪
廻
の
図
」
を
描
い
て
い
る
。 

乱
世
に

は
徳
の
元
で
あ
る
義
礼
智
信(

学)

の
な
い
「
我
」
が
起
こ

る
。
治
心
か
ら
道
を
学
ぶ
こ
と
を
怠
れ
ば
乱
世
を
生
ず
る
。

義
と
礼
は
我
欲
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
を
得
ら
れ
ず
、

友
を
失
う
。
こ
れ
が
政
治
で
行
え
ば
闇
の
世
の
中
に
な
り
、

人
は
正
し
い
業
を
失
い
、
田
畑
は
荒
廃
す
る
。
人
民
は
利

益
を
奪
い
合
い
、
法
を
犯
す
も
の
が
多
く
な
る
。
管
理
は

権
威
を
欲
し
い
儘
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
は
人
民
の

離
反
、
国
家
の
基
礎
は
危
う
く
す
る
。
人
が
人
た
る
徳
を

失
い
、
政
治
も
徳
政
を
失
え
ば
乱
世
に
な
る
と
示
さ
れ
て
い

る
。 

(

四)

、
報
徳
の
教
え
、
「
報
徳
訓
」、 

 

人
間
が
人
間
と
し
て
有
意
義
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
、

人
間
の
中
で
自
己
の
存
在
を
確
認
し
、
天
道
地
道
の
間
で
、

人
道
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
て
生
き
て
行
く
か
、
自
分

は
周
り
の
人
々
と
と

も
に
、
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し

た
ら
よ
い

か
に
つ
き
、
次
の
よ
う

な
円
相
図

霊 命

政道 

偈力 

産業 

 

艱難 

年歳 
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に

示

し

て
い
た
。 

          

註
、
こ
の
図
は
、
天
の
霊
命
か
ら
始
ま
り
、
生
育
、
配
偶
、
勤
功
、

陰
徳
、
勤
労
に
よ
り
衣
食
住
を
確
保
、
田
圃
果
樹
、
産
業
を
盛
ん
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
た
め
、
今
の
艱
難
辛
苦
を
超
え
て
行
く
竭
力

け
つ
り
ょ
く

(
―

力
を
尽
く
す)

と
生
活
の
理
念
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
こ
の
教
え
を
次
の
十
二
句
、
百
八
文
字
に
凝

縮
し
て
次
の
よ
う
な
報
徳
訓
を
示
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

報
徳
訓 

 
 
 
 

父
母
の
根
元
は
天
地
の
霊
名
に
あ
り 

身
体
の
根
元
は
父
母
の
生
育
に
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
あ
り
、 

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
あ
り 

吾
が
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
あ
り 

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
あ
り
、 

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
つ
に
あ
り 

衣
食
住
の
三
つ
は
田
畑
山
林
に
あ
り 

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
あ
り
、 

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
あ
り 

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
艱
難
に
あ
り 

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず 

註
一
、
尤
も
、
こ
の
報
徳
訓
は
、
こ
の
前
後
数
年
間
に
何
度
も
何
度

も
推
敲
を
重
ね
、
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
に
凝
縮
さ
れ
て
、
漸

く
天
保
五
年(

一
八
三
四)

秋
、「
三
才
報
徳
金
毛
録
」
に
発
表
さ

れ
た
の
で
あ
る
。(

二
宮
尊
徳
全
集
第
一
巻
よ
り) 

 

八
、
エ
ピ
ロ
ー
グ 

 

尊
徳
は
成
田
山
新
勝
寺
に
請
願
し
た
時
か
ら(

五
年
後
に

「
三
才
報
徳
金
毛
録
」
を
発
表)

、
人
間
の
正
し
い
生
き
方
と
し

て
人
道
を
極
め
る
に
つ
い
て
、
深
い
哲
学
的
考
察
を
重
ね
、

「
報
徳
の
考
え
」
か
ら
あ
ら
ゆ
る
徳
に
感
謝
し
て
報
い
る

こ
と
を
悟
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
報
徳
の

生育 

陰徳 

勤 功

果 

勤労 

衣食住 

樹芸 

報徳 

配偶 
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考
え
を
、
生
涯
を
通
し
て
、
生
活
上
も
仕
法
展
開
上
も
実

践
に
努
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
謂
わ
ば
、
尊
徳
は
報
徳

の
考
え
の
創
始
者
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
如
何
に
実
現

す
る
か
の
実
践
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
報
徳
の
教
え
に
つ
い
て
、
尊
徳
自
ら
も
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。 

「
神
道
は
開
国
の
道
、
儒
教
は
治
国
の
道
、
仏
教
は
治
心

の
道
な
り
、
ゆ
え
に
予
は
高
尚
を
尊
ば
ず
、
卑
近
を
厭
わ

ず
、
こ
の
三
道
の
正
味
の
み
取
れ
り
」 

「
正
味
と
は
人
界
に
切
な
る
を
い
う
。
切
な
る
を
取
り
て

切
な
ら
ぬ
を
捨
て
、
人
界
無
常
の
上
に
立
つ
。
」 

「
戯
れ
に
名
づ
け
て
、
こ
の
教
え
を
神
儒
仏
正
味
一
粒
丸

と
い
う
。
」(

二
宮
尊
徳
夜
話
二
三
一
よ
り)

、 

 

確
か
に
、
尊
徳
の
教
え
は
、
そ
の
源
流
が
神
道
、
儒
教
、

仏
教
か
ら
の
教
え
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
教
え
の
真
な
る

意
を
汲
ん
で
、
尊
徳
流
に
よ
く
纏
め
て
、
「
人
と
し
て
正

し
く
生
き
る
」
こ
と
を
自
ら
も
実
践
し
、
他
に
も
よ
く
教

え
、
実
効
が
上
が
る
よ
う
努
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
報
徳
の
教
え
は
、
い
ず
れ
の
宗
教
に
も
偏

ら
ず
属
せ
ず
に
「
人
道
を
究
め
た
人
間
学
」
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
単
な
る
倫
理
や
学
問
と
い
う

よ
り
も
、
人
と
し
て
実
践
す
る
所
に
最
大
の
意
義
が
あ
る

と
し
て
人
々
に
普
及
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
尊
徳
の
報
徳
の
教
え
を
報
徳
思
想
と
し
て

体
系
づ
け
、
さ
ら
に
一
層
の
普
及
に
努
め
た
の
は
、
尊
徳

四
高
弟
と
云
わ
れ
る
富
田
高
慶
、
斎
藤
高
行
、
福
住
正
兄
、

岡
田
良
一
郎
と
、
子
息
尊
行
と
孫
の
尊
親
た
ち
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

終
り 
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